
■これまでの経緯

市役所本庁舎は、昭和 年（ 年）８月

の竣工から 年以上が経過しました。

市では、平成 年（ 年）７月に「幸手

市庁舎に関する庁内検討委員会」を設置し、

庁舎整備に向けて検討を進めてきました。

■基本構想の位置づけ

本基本構想は、庁舎の現況や課題を整理し、庁舎整

備の基本的な方向性を示すものであり、今後作成する

基本計画などにおいて具体的に検討を行うための指

針となるものです。

■各種調査

基本構想の策定にあたっては、幅広い手法を用いて調査・意見収集を行いました。

アンケート用紙

現庁舎の現況と課題を次のとおり整理しました。

本庁舎における耐震診断の結果では、大地震が発生する

と建物が倒壊又は崩壊する危険性が高く、来庁者や職員の

安全性、災害時の防災拠点機能などを確保する観点から、早急に庁舎の整備を進める必要があります。

ワークショップの様子

（１）本庁舎の耐震性の不足

（２）本庁舎の老朽化

（３）バリアフリーなどへの対応不足

（４）建物周囲の地盤沈下

（５）建物内の狭あい化

（６）庁舎機能の分散

また、建物や設備の老朽化やバリアフリーへの対応をするとともに、ユニバーサルデザインの考え方

に基づき、来庁者の利便性や快適性の向上を図る必要があります。

（３）第二庁舎へ
の接続部

（５）通路を兼ね
る待合

（２）天井仕上げ
の剥離

（４）庁舎と地面
の隙間
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　 本庁舎における 耐震診断の結果では、 大地震が発生する と 建物が倒壊又は崩壊する 危険性が高く 、 来庁者や職

員の安全性、 災害時の防災拠点機能などを 確保する 観点から 、 早急に庁舎の整備を 進める 必要があり ます。

　 また、建物や設備の老朽化やバリ アフ リ ーへの対応を する と と も に、ユニバーサルデザイ ン の考え方に基づき 、

来庁者の利便性や快適性の向上を 図る 必要があり ます。

■各種調査

基本構想の策定にあたっ ては、 幅広い手法を 用いて調査・ 意見収集を 行いまし た。

■こ れまでの経緯

　 市役所本庁舎は、 昭和 42 年 (1967 年 ) ８ 月の竣工

から 55 年以上が経過し まし た。

　 市で は、 平成 24 年 (2012 年 ) ７ 月に「 幸手市庁舎

に関する 庁内検討委員会」 を 設置し 、 庁舎整備に向け

て検討を 進めてき まし た。

　 現庁舎の現況と 課題を 次のと おり 整理し まし た。

■基本構想の位置づけ

　 本基本構想は、 庁舎の現況や課題を 整理し 、 庁舎整

備の基本的な方向性を 示すも のであり 、 今後作成する

基本計画などにおいて具体的に検討を 行う ための指針

と なる も のです。

（ １ ） 本庁舎の耐震性の不足　 　 　 　 　  

（ ２ ） 本庁舎の老朽化　 　   　 　

（ ３ ） バリ アフ リ ーなどへの対応不足

（ ４ ） 建物周囲の地盤沈下

（ ５ ） 建物内の狭あい化

（ ６ ） 庁舎機能の分散
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    幸手市庁舎整備に関する市民アンケート調査票       
 

1.あなた自身のことについてお伺いします。 

問 1.あなたの性別について、あてはまるものを１つ選んで、番号を〇で囲んでください。 

１. 男性 ２. 女性 ３. その他 

 

問 2.あなたの年齢について、あてはまるものを１つ選んで、番号を〇で囲んでください。 

１. 10 歳代 ５. 50 歳代 

２. 20 歳代 ６. 60 歳代 

３. 30 歳代 ７. 70 歳代以上 

４. 40 歳代   

 

問 3.あなたの職業について、あてはまるものを１つ選んで、番号を〇で囲んでください。 

１. 自営業 ５. 専業主婦・専業主夫 

２. 会社員・団体職員 ６. 学生 

３. 公務員 ７. 無職 

４. パート・アルバイト ８. その他（                 ） 
 

問４．あなたは幸手市内に通算して何年お住まいですか。 
あてはまるものを１つ選んで、番号を〇で囲んでください。 

１. １年未満 ５. 10 年以上〜15 年未満 

２. １年以上〜３年未満 ６. 15 年以上〜20 年未満 

３. ３年以上〜５年未満 ７. 20 年以上 

４. ５年以上〜10 年未満   
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基本構想の策定にあたっ て

現況と 課題

（ ４ ） 庁舎と 地面の隙間 （ ５ ） 通路を兼ねる待合

（ ３ ） 第二庁舎への接続部（ ２ ） 天井仕上げの剥離

ワーク ショ ッ プの様子 アンケート 用紙



　 市では、「 第 6 次幸手市総合振興計画」 などを 踏まえ、 庁舎の現況と 課題を 整理し た上で、 ある べき 姿につい

て検討を 行いまし た。

　 地震や水害など災害に対し ての備え

があり 、 災害発生時に迅速な復旧に対

応でき るほか、 防犯機能も 備えた庁舎

を 目指し ます。

　 だれにでも わかり やすく 利用し やす

い施設と なるよ う 、 バリ アフ リ ーへの

対応やユニバーサルデザイ ンの考え方

に基づき 、 多様な来庁者に配慮し た庁

舎を 目指し ます。

　 光熱費や長年にわたっ て発生するメ ンテナンス費を 最

小限にする ため、 省エ ネルギー技術を 積極的に取り 入

れ、 自然環境に配慮し た庁舎を 目指し ます。

　 まちづく り の中心施設と し て、 市民に親し まれ、 賑わ

いの拠点と なり 、 シビッ ク プラ イ ド を 醸成する よう な庁

舎を 目指し ます。

　 人口や職員数の変化など社会環境の変化に対応し た使

い方ができ る、 柔軟性のある庁舎を 目指し ます。

＜安全・ 安心な庁舎＞ ＜自然・ 環境と 寄り 添う 庁舎＞

＜賑わいの拠点と なり 親し まれる庁舎＞

＜将来の変化に対応でき る庁舎＞

＜みんなにやさ し い庁舎＞

暮ら し を守り 、 未来の幸せを創る庁舎
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　 庁舎を 整備する際に必要と なる基本的な機能を 整理し まし た。

　 なお、 詳細な内容については、 基本計画などの段階において、 個別に検討を 行います。

■庁舎の規模

　 庁舎全体の延床面積の想定規模は、 庁舎の標準的な

面積算定や他自治体の事例によ る庁舎規模の算定結果

から 設定し まし た。

■駐車場の規模

　 実際の駐車場には車寄せや歩道、 大型駐車場の整備

も 含まれる 可能性があり 、 駐車区画の配置によ っ て駐

車場の大き さ は異なり ます。

　 こ の算定結果を 踏まえ、 基本計画以降において駐車

場面積を 検討し ます。

（ １ ） 市民サービス機能

（ ３ ） 防災拠点機能

（ ５ ） 市民交流施設機能

（ ６ ） 環境負荷低減機能

（ ４ ） 行政執務機能　 　 　 　

（ ２ ） 議会機能

　 複合機能 ※可能性のあるも のと し て例示し ています。   その他機能 ※可能性のあるも のと し て例示し ています。

・ 窓口機能の集約

・ 分かり やすい部署配置や総合窓口の整備

・ プラ イ バシーに配慮し た窓口や十分な待合スペー

   スの整備

・ バリ アフ リ ー化やユニバーサル

   デザイ ンへの配慮

・ キッ ズスペースや授乳室の整備

・ デジタ ルサイ ネージの活用

・ 省エネルギー設備機器の導入

・ 機械空調のみに頼ら ない快適な空間の整備

・ ラ イ フ サイ ク ルコ スト の低減

・ 周辺環境と 調和し た良好な景観

   の形成

・ カ ーボンニュ ート ラ ルの実現に

   向けた取組の実施

約 2,800㎡～ 10,000㎡
    145 台必要駐車場台数

駐車区画面積 2,624㎡

ATM コ ーナー、 休憩スペースや喫茶コ ーナー、

売店・ コ ン ビニエンススト ア、 情報発信コ ーナー
図書館、 公民館、 消防署

※必要駐車場台数及び駐車区画面積は参考値です。

・ 傍聴し やすい空間や分かり やすい議場配置の検討

・ 多目的利用が可能な議場形式の

   検討

・ 議会活動の情報提供機能の整備

・ 執務空間や書庫、 倉庫、 会議室、 福利厚生スペー 

   スの充実

・ 業務の効率化や生産性の向上、

   柔軟な働き方ができ る執務環境

   の整備

・ 情報セキュ リ ティ 対策の強化

・ 災害対策本部機能の充実

・ 水害対策の強化や耐震性、 防火性の確保

・ 非常用電源や防災備蓄倉庫の

   整備

・ 災害時における必要機能及び

   スペースの確保

・ コ ミ ュ ニケーショ ンの場の整備

・ 市民が主体的に活動でき る場の

   整備
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庁舎に必要な規模

庁舎に必要な機能



　 庁舎整備候補地については、「 アン ケート やワーク ショ ッ

プにおいて共通し て挙げら れた敷地・ エリ ア 」 や「 今後、 統

廃合の対象と なる 可能性のある 小学校敷地」、「 市（ 関係する

法人を 含む） が保有する 敷地」 の３ つの視点から 11 候補地

を 抽出し 、 それぞれ評価し まし た。

　 評価し た結果について、 現庁舎敷地が整備候補地の中で最も

評価が高く なり まし た。 なお、 こ の評価は、 現状検討し 得る 観

点について、 客観的に判断し たも のです。

　 こ の結果を 踏まえ、 今後正式な整備候補地を 決定し ます。

・ 敷地面積

・ 敷地の形状

・ 公共施設と し て の運用の継続

・ 人口集中地区 (DID) と の関係

・ 浸水シ ミ ュ レ ーショ ン

・ 浸水リ ス ク

・ 防災

・ 事業期間

・ 事業費

・ 交通ア ク セス

・ 施設連携、 複合化

・ 法令

・ その他

■整備方法の選定

　 選出し た４ 候補地について、 最も 有効な整備方法を 選定する ため、「 建替え（ 新築）」 及び「 既存建物利用」 を

それぞれ比較し たと こ ろ 、 全ての候補地において、「 建替え」 又は「 新築」 が「 既存建物利用」 よ

り も 有効である と いう 結果になり まし た。

■整備候補地の検証

　 選出し た４ 候補地については、 さ ら に詳細に評価を し まし た。

評
価
項
目

評
価
項
目

現庁舎 現庁舎敷地１ 位１ 位

２ 位

３ 位
（ 同点）

さ かえ小学校敷地

ウェ ルス幸手周辺敷地

権現堂川小学校敷地

ウェ ルス幸手周辺

権現堂川小学校

さ かえ小学校

幸手市総合政策部政策課

〒 340-0192 幸手市東４ 丁目６ 番８ 号

電話： 0480-43-1111（ 代表）

４ 候補地
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整備候補地の選定

整備候補地の検証

現庁舎 ウェ ルス幸手周辺

現庁舎
幸手駅周辺 幸手小学校

ウェ ルス幸手周辺
権現堂堤周辺 権現堂川小学校

権現堂川小学校
さ かえ小学校 吉田小学校

さ かえ小学校
八代小学校 養蚕連跡地

ふれあい農園・ ド ッ グラ ン

11 候補地 ４ 候補地

評価

評価
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　 令和 6 年 12 月発行


